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ヒノ キチ オ ー

ル ア シ ル 体の 調製、及 び安定性等諸性質に つ い て
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【目的】　 ヒ ノ キ チオ ール は フ ィ トン チ ッ ドの 一種であ り、 青森 ヒバ か ら抽出されるこ とで

著名で ある 。 ヒ ノ キチ オー
ル は広 い抗菌 ス ペ ク トル を持ち 、 また、耐性菌が 出現 しに くい こ

とか ら 、 対MRSA 等各種抗菌剤 と して の 用途 が期 待され る
1）

。 しか しなが ら ヒ ノ キチ オ
．一ル は 、揮発性 を有 し保存安定性が低い 欠点が ある。 i寅者らは これ を安定化 する為 ヒ ノ キチ　

’

オール の ア シ ル 体を調製 し、 そ の 諸性質を検討 したの で報告する。

【方法】 ヒ ノ キ チオr ル 及 びその ア シル 体の 定量 は HPLC （ODS カ ラム 、移 動相 ： 0
．
．

1 ％燐酸／ 70 ％ アセ ．卜二 ．トリル
、 検出 ： UV254nm ）で お こ な っ た 。 また、抗菌活性

は 各種微生物に 対する最 小発育阻止 濃度 （MlC ）を測定 するこ と．
に よ り求めた 。 ．ヒ ノキチ

オー
ル 、及 び ア シル 体の 安定性を 比較 する為熱重量 測定装置に よる熱分析を行 っ た 。

【結果及び考察】 ヒ ノ キチオ A ル ア シル 体は ヒ ノ キチ オー
ル に 比較 し、熱分析で は明かな安

定性 め向上 が認 め られ た 。 また各種微生 物に対 する MIC を測 定 した結果、ア シ ル 体は 若干
の 抗菌活性 の 低 下が認 め られ た もの の 、 依然広い抗菌

．
ス ペ ク トル を有 して い た 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 光 合 成 微 生 物 の 有 馬 機 能 の 開 発 （11）

　 　　 　　〔海 産 性 緑 藻 に よ る 抗 MRSA 物 質 生 産 の た め の 最 適 培 養 条 件 ）

｛摂 南 大 薬、　耳神 戸 市 礫 保 研 ）　 太 田 壮
’一、

．
O 吉 田 恵 治．　軍

討 瀬 穂、　塩 見 康 樹．
　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 聞 瀬 由 香 里．　青 笹 治、　；

仲 西 寿 男、　 宮 田 秀 明

【．目 的 】 海 洋 植 物 プ ラ ン ク ト ン は ．　光 エ ネ ル ギ r を 利 用 し て ．大 気 中 の 炭 酸．ガ ス を 取 り 込 み な が ら 活

発 ．に 増 殖 す る こ と が で き る 。　こ の 棟 な 特 徴
．
を 有 す る 光 合 成 徴 生 物 の 有 効 利 用 と い う 観 点 か ら 、 S4 株 の

海 産 性 微 細 藻 よ り 選 抜 さ れ た． 顕 著 な 抗 MRSA 活 性 を 有 す る Ch ・Lo．rococcism 　 HS −lel と DulLaneHa

一 に よ る 抗 菌 性 物 質 生 産 の た め の 最 適 な 培 養 条 件 に つ い て 検
．
討 し た e

【方 法 】 使 用 株 は 、　西 B 本 沿 岸 よ り 単 離 し た 6Sde 及 び 各 保 存 機
』
関 〔ATCC 、　東 大 応 ．微 研、 国 立 環 境

研 ） よ り譲 渡 さ れ た 16 株 の 合 計 S4 株 か ら 選 抜 さ れ た。 両 株 は 合 成 培 地 で あ る BG −ll培 地 に 櫃 菌 さ れ ，
25 ：W ！  の 光 照 射 下、　25 ℃ に て 通 気 培 養 さ れ た。．藻 体 内 の 抗 菌 性 物 質 は メ タ ノ ー

ル 中 に て 超 音 波 抽 出 し

た ．後． ヘ キ サ ン 分 配 を 行 っ た も の を メ タ ノ ール 抽 出 液 と し て 抗 菌 活 性 試 験 に 供 し た。 抽 出 液 の 筑 MR

SA 活 性 ．｛カ
．
価 ） ts．．神 戸 市 環 境 保 健 研 究 所 よ り 分 与 さ れ た MRSA を 罵 い ． ペ ーパ ー

デ t ス ク 法 に

て 形 成 す る 阻 止 円 の 大 き さ と バ ン コ マ イ シ ン と の 濃 度 ．と の 関 係 か ら 算 出 し た 。

【結 果 ， 両 株 に よ る 抗 菌 性 物 質 生 産 の た め の 畿 適 な 培 養 条 件 を 決 定 す る た め に 、 BG −11培 地 を 垂 礎 と

し て 種
・々’

の 培 地 成 分 演 度 を
．
変 化 さ せ た 時 に お け る 飼 株 の 増 殖． 抗 MRS

．
A 活 性 及 び 抗 菌 性 物 質 の 生 産

．量 を 調 べ た 。 そ の 結 果 i 抗 菌 性 物 質 の 生 産 の 最 選 条 件 と し て は、 Chlo ．rococcum 　 HSrlOt で 1ま、　 NaNG3

Sth’M、
』

K2HPO43mM ．　 NaC ！ 2〜4 ％ 、　 Slgse412mM 、　 CaC120 ，3m 団で あ り、　 堕i．　 EL主1！⊥鯉 で は ．　 Na ；e325 〜

50 鯛 ．KiHPO43mM 、　 l　 aCl 　 2％、　闘gSO46nM ．　 CaCl2　 e．03 酬 の 培 養 条 件 で あ る こ と が 明 か と な っ た 。 上

記 検 討 結 果 を 基 礎 と し て 、 両 株 の 抗 菌 性 物 質 の 生 産 の た め の 饅 適 培 地 お よ び 従 来 か ら 使 用 し て い た B

G−．11 培 地 を 調
．
製 し， そ れ ら の 生 産 量

．
を 比 較 し た と こ ろ、　こ れ ら 最 適 培 地 で 両 株 を 培 養 す る こ と に よ っ

て i 両 株 の 増 殖 を 組 書 さ せ る こ と な く 、 Chiorococcu 棚 HS −101 に お い て は ，約 50 ％ 以 上、 2．血

血 に お い て は ． 約 2ao ％ 以 上 の 生 産 量 の 飛 躍 的 な 増 加 が 観 察 さ れ た 。
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